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（オ）指揮のストライクゾーン
　演奏者の人数や演奏場所の広さによっても異なるが、通常のスクールバ
ンドにおいては、さほど大きな振り方は必要ないのではないか。また、分
かりやすい指揮に特化すると、打点・軌道を予測するには、コンパクトに
まとめた方が理解しやすい。原則として、図の点線で四角に囲ったエリア
内で基本動作を行うと、強拍やアクセントの際に、エリアから外へ出すこ
とにより、さらに協調できる。
【おわりに】
　合奏指導をして美しい音楽を作ろうとしても、もとの音が美しくなけれ
ば、美しい表現はできない。音楽的な指導の前に、整った「音」の準備が
必要なのである。料理で言うならば「材料」にあたるものだ。だからこそ、
合奏指導は日々の積み上げられた地道な練習が必要になる。料理の材料な
ら、スーパーへ行き、お金を払えばすぐ手に入れられるが、「美しい音」となると一昼夜では調達できない。まし
てや一般の生徒となれば、尚更である。吹奏楽部の生徒でも毎日基本練習をしている。練習の殆どがこの材料集め
に費やされているといっても過言ではない。材料が新鮮で質が良く、料理などしなくて、「そのまま食べても美味
しい」という状態にもっていくのが理想だと言える。これは楽曲を演奏しなくても、ロングトーンで「一音鳴らし
ただけ」で感動できる「音」のことである。その音で名曲を演奏したなら、素晴らしいに違いない。しかし、言う
のは簡単だが、そういう音をつくることは至難の業だ。それは、楽器は普段、私たち日常生活の中では使われない
“特殊な道具”だからである。この音には、「音程」があり、豊かに響く「音量」があり、高い音から低い音まで、
均一でよく溶け合う「音色」を持っている。このような音を出させる指導が必要になるが、これは先ほどから何度
も述べているように、時間が掛かるものである。また機械的で単調な練習であるため、「つまらない練習」という
ことになる。前述したが、これを一般の生徒に強いると「音楽嫌い」を生む原因になるので注意が必要である。今
回は、なるべく簡単な形で、負担の無いような練習の仕方を提案したが、これらの練習は合奏指導において、その
核となる大変重要なポイントである。実際の授業では、基本練習に時間を割くことは難しいかもしれないが、指導
者は常に、この「トレーナー」としての役割を十分自覚して欲しいと思う。
　筆者は、音楽教師は単に「音楽の基本を生徒に教える仕事」だけではなく、音楽の素晴らしさを生徒と共に共感
し、一緒にその原理を解き明かしていく、「先達」のような存在でなければならないと考えている。案内人だから、
当然その道を深く知っているはずである。また、道だけ教えて「いってらっしゃい」と手を振るわけにはいかない。
それこそ、実際に指揮台に立って手を振らなければならないからだ。最初にも述べたが、このように音楽教師は指
導の結果において、目に見える形ではっきりと責任を取ることになる特殊な仕事である。「私は正しいことを教えた。
出来ないのは生徒のせい・・・。」と決して言ってはならない。そして、器楽は歌と違い、「道具」を扱うものであ
り、そこには「技術」を要する。つまり、歌は教育を受けなくても歌うことはできるが、楽器は日常生活には無い
「特殊な技能」として、「教育」と「練習」がなければ演奏することはできない。このように、合奏指導とは教師と
生徒全員が、心と技術を合わせる、「音楽教育の最高の場」であることを忘れず、誇りを持って指導したい。
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